
近大奈良病院　がん化学療法レジメン一覧

頭頚部

レジメン名 Weekly PTX（頭頚部癌）

解

説

白金製剤抵抗性の進行再発頭頚部癌に対する化学療法。

備

考

1コース

7日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

週1回投与を6週連続し、少なくとも2週間休薬する。

過敏症予防のため必ず前投薬(ジフェンヒドラミン・ラニ

チジン・ステロイド)を行う。

薬剤名

パクリタキセル

投与量

100mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 RT+CDDP（頭頚部癌）

解

説

頭頚部癌の標準的治療の１つ。

備

考

1コース

7日

催吐リスク

高

内服・その他内容

2Gy/day, total 60-70Gy

Weeklyで投与、最高7回まで。

薬剤名

シスプラチン

投与量

40mg/㎡

手技

120分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 Triweekly DTX（頭頚部癌）

解

説

再発非小細胞肺癌、胃癌、乳癌、頭頚部癌に対する汎用化

学療法の１つ。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

投与量

60mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 RT+DTX（頭頚部癌）

解

説

頭頚部癌の標準的治療の１つ。

備

考

1コース

7日

催吐リスク

軽

内服・その他内容

2Gy/day, total 60-70Gy

Weeklyで投与、最高6回まで

薬剤名

ドセタキセル

投与量

10mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌



レジメン名 TPF（頭頚部癌）低用量

解

説

頭頚部癌の標準的治療の１つ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

75mg/㎡

75mg/㎡

750mg/㎡

手技

60分で点滴

120分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-5

癌種 頭頚部癌

レジメン名 TPF（頭頚部癌）高用量

解

説

頭頚部癌（手術及び放射線療法前の導入化学療法）

備

考

1コース

21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

75mg/㎡

75mg/㎡

1000mg/㎡

手技

60分で点滴

120分で点滴

24時間で点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-5

癌種 頭頚部癌

レジメン名 CDDP+5-FU+Cet

解

説

頭頚部癌の標準治療のひとつ

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

セツキシマブ（初回）

セツキシマブ（2回目以降）

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

400mg/㎡

250mg/㎡

100mg/㎡

800mg/㎡

手技

120分で点滴

60分で点滴

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1（初回）

day1（2回目以降）

day1

day1-5

癌種 頭頚部癌

レジメン名 セツキシマブ単剤（頭頚部癌）

解

説

頭頚部癌に対する化学療法の１つ。

備

考

過敏症予防のため前投薬(ジフェンヒドラミン)を行う。

1コース

7日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

セツキシマブ（初回）

セツキシマブ（2回目以降）

投与量

400mg/㎡

250mg/㎡

手技

120分で点滴

60分で点滴

投与スケジュール

day1（初回）

day1（2回目以降）

癌種 頭頚部癌

レジメン名 CDGP（頭頚部癌）

解

説

毒性を考慮した進行再発頭頚部・食道癌に対する汎用化学

療法の１つ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ネダプラチン

投与量

90mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌



レジメン名 PCE（頭頚部癌）

解

説

頭頚部扁平上皮癌に対する新規治療法。

備

考

最大6コース施行し、それ以降はCet単剤となる。

1コース

21日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

セツキシマブ（初回）

セツキシマブ（2回目以降）

パクリタキセル

カルボプラチン

投与量

400mg/㎡

250mg/㎡

100mg/㎡

AUC=2.5

手技

120分で点滴

60分で点滴

60分で点滴

60分で点滴

投与スケジュール

day1（初回）

day1（2回目以降）,8,15

day1,8

day1,8

癌種 頭頚部癌

レジメン名 CBDCA+5-FU+Cet

解

説

頭頚部癌の標準治療のひとつ

備

考

1コース

21日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

セツキシマブ（初回）

セツキシマブ（2回目以降）

カルボプラチン

フルオロウラシル

投与量

400mg/㎡

250mg/㎡

AUC=5

1000mg/㎡

手技

120分で点滴

60分で点滴

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1（初回）

day1（2回目以降）,8,15

day1

day1-4

癌種 頭頚部癌

レジメン名 2週毎　セツキシマブ（頭頚部癌）

解

説

EGFR陽性の治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌お

よび頭頚部癌に使用が認められたため。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

セツキシマブ

投与量

500mg/㎡

手技

120分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 【臨】UDON P-II 5-FU+Ned+DTX併用（頭頚部・口腔癌

解

説

下咽頭・喉頭・口腔癌Ⅲ/Ⅳ期を対象としたUDON併用療

法の第II相試験

備

考

1コース

28日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ドセタキセル

ネダプラチン

フルオロウラシル

投与量

35mg/㎡

90mg/㎡

800mg/㎡

手技

60分で点滴

90分で点滴

24時間で点滴

投与スケジュール

day1,15

day1

day1-5

癌種 頭頚部癌

レジメン名 RT+CBDCA（頭頚部癌）

解

説

頭頸部癌に対する治療のひとつ。

備

考

1コース

7日

催吐リスク

中

内服・その他内容

RT:60-70Gy(2Gy/Fr×30-35Fr)

薬剤名

カルボプラチン

投与量

AUC=1.5

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌



レジメン名 ニボルマブ（頭頚部癌）

解

説

再発又は遠隔転移を有する頭頚部癌の治療のひとつ。

備

考

1コース

14日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

240mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 RT+CDDP（100mg/㎡）（頭頚部癌）

解

説

頭頚部がんの汎用標準的治療。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

70Gy（根治）、60-66Gy（術後）(2Gy/Fr)

薬剤名

シスプラチン

投与量

100mg/㎡

手技

60分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 ペムブロリズマブ+5-FU+CBDCA

解

説

頭頚部癌のペムブロリズマブ併用療法。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

中

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

カルボプラチン

フルオロウラシル

投与量

200mg/body

AUC=5

1000mg/㎡

手技

30分で点滴

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-4(計96時間)

癌種 頭頚部癌

レジメン名 ペムブロリズマブ+5-FU+CDDP（頭頚部癌）

解

説

頭頚部癌のペムブロリズマブ併用療法。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

200mg/body

100mg/㎡

1000mg/㎡

手技

30分で点滴

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1

day1-4(計96時間)

癌種 頭頚部癌

レジメン名 ペムブロリズマブ（頭頚部癌）

解

説

頭頚部癌の２次治療以降の標準治療のひとつ。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ペムブロリズマブ

投与量

200mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌



レジメン名 6週毎 ペムブロリズマブ（頭頚部癌）

解

説

頭頚部癌の治療法の一つ。

備

考

1コース

42日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ペムプロリズマブ

投与量

400mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 4週毎 ニボルマブ（頭頚部癌）

解

説

再発又は遠隔転移を有する頭頚部癌の治療のひとつ。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

最小

内服・その他内容

薬剤名

ニボルマブ

投与量

480mg/body

手技

30分で点滴

投与スケジュール

day1

癌種 頭頚部癌

レジメン名 RT+FP（頭頚部癌）

解

説

頭頚部がんの汎用標準的治療。

備

考

1コース

28日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

シスプラチン

フルオロウラシル

投与量

100mg/㎡

1000mg/㎡

手技

60分で点滴

24時間持続点滴

投与スケジュール

day1

day1-5

癌種 頭頚部癌

レジメン名 TPP

解

説

口腔扁平上皮癌に対する汎用化学療法の１つ。

備

考

1コース

21日

催吐リスク

高

内服・その他内容

薬剤名

ピラルビシン

シスプラチン

ペプロマイシン

投与量

20mg/㎡

50mg/㎡

5mg/㎡

手技

30分で点滴

60分で点滴

4時間で点滴

投与スケジュール

day1

day2

day3-6

癌種 口腔癌


